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ニュータウン：タウンの計画文化と解体
-千里ニュータウンは文化的景観か-

図 1. 千里丘陵住宅地区開発計画図

■千里ニュータウンは文化的景観か？
　日本における代表的な郊外型ニュータウンである
千里ニュータウンは 1960 年に事業が開始された日
本最初の大規模ニュータウン開発である。この千里
ニュータウンの基本計画では、C. ペリーの近隣住区
論にそって住区構成が検討され、地区の空間構成が
計画された。
　しかし現在、家族形態、生活スタイルや職住スタ
イルの多様化、高齢化による人口構成の変化により、
近隣住区論にもとづく空間構成が機能しなくなって
いる。共同住宅の建て替えが進むなか、持続可能な

開発とは何なのか、まち開き後 50 年の間に育んでき
た生活風景の価値が継承するような「変化」のあり
方が求められている。
　本リーフレットでは、千里ニュータウンにおける
住区計画と空間構成の特徴を確認し、日本のニュー
タ ウ ン 計 画 に お け る 先 行 事 例 で あ っ た イ ギ リ ス の
ニュータウン計画の考え方に触れ、現在、千里ニュー
タウンで発生している変化の実態と問題点について

「文化的景観」という切り口で検証することにより、
持続可能な開発となるために課題の提示する。
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1. 千里ニュータウンの基本情報
　千里ニュータウンは 1960 年に事
業が開始（事業期間：1960 〜 1969
年）、1962 年にまち開きが行われ、
入居が始まった郊外型ニュータウン
である。開発面積は 1160ha、住戸
数 3 万戸、人口は 15 万人で計画さ
れた（1975 年に最大人口約 12 万 9
千人）。
　1966 年の第 2 次大阪地方計画に
より、千里ニュータウンの千里中央
地区が北大阪の都心業務センターに
位置づけられた。その後、大阪市内
の様々な機能が移転し、1970 年の
大阪万博を期に北大阪急行・阪急千
里線の整備が進められた。これらの
計画により北大阪に文化・教育研究
機関・業務機能が集積、良好な住環
境が形成され、日本型ニュータウン
モデルとして位置づけられた（図 2、
3、４）。

2. 千里ニュータウンの計画文化
　千里ニュータウン計画の基本とな
る理論として、まず、C. ペリーによ
る近隣住区論があげられる。近隣住
区論の基本的考えについては
1. 小学校区を 1 単位
2. 通過交通の排除、住区外周に幹線
　道路
3. 空地の確保（小公園、レクリエー
　ション用地など）
4. 地区の中心に公共用地（コミュニ
　ティセンター）
5. 店舗の配置（外周交差点・隣接地
　と連携する住区の生活に必要な店
　舗）
6. 地区内の道路（通過交通が使いに
　くいよう、地区内の交通の循環を  
　容易にするよう配置）
などがある。

　また、千里ニュータウンで用いら
れた近隣住区・ヒエラルキー型住宅
都市構成論は、生活圏の計画単位を

「近隣グループ」、「分区」、「住区」、「地
区」の 4 段階で構成する段階的ツリー
構造による空間構成として、実現さ
れている（図 5）。
　また、その他の手法として、ラド
バーン方式と呼ばれる計画理論も採
用されている。ラドバーン方式とは、
1920 年代にニュージャージー州ラ
ドバーン地区で開発された住宅地区
で実現している歩車共存の団地計画
である。主にクルドサックと歩行者
専用道の組み合わせにより計画され
ており、歩行者専用道によって学校・
公園・店舗をつなげる配置計画がな
されている。
　このようなラドバーンのクルド
サックを集合住宅に適用し歩車分離
をおこなうと同時に、クルドサック
のコの字型と囲み型配置※がつくる
緑地により構成される団地の計画手
法は、千里ニュータウンではじめて
計画され、その後、各地の団地で試
みられることとなる（図 6）。

3.イギリスのニュータウンの計画文化
　ここからは、日本におけるニュー
タウン計画の手本となったイギリス
のニュータウンの計画についてみて
いく。

・ハワードによる田園都市論
　イギリスのニュータウン計画にお
いて大きな影響を与えた理論として、
ハワードの田園都市論があげられる。
これはこれまで個別的実験であった
モデル・カンパニー・タウンが変質

図 2. 千里ニュータウンの位置図

図 3、4. 千里ニュータウン（左：開発前／ 1927 年、右：開発後／ 1970 年）
上新田の集落が開発地区の中央に残る。地形が改編され、新しい計画論に基づき

「ニュータウン」が開発された。新しい地形はグリーンベルトに囲まれ、開発当初は
隣接地への直接的影響は抑制された。

図 5. 近隣住区論の概念図

図 6. ラドバーン方式による配置計画図
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しつつ進化したものであり、20 世紀
の都市計画に最大の影響を与える理
論となった。田園都市論の主な構成
要素としては、
・大都市からの産業と人口の郊外へ
　の計画的分散−大都市圏の理想的
　成長パターンの提示
・都市と農村の結婚−都市環境と自
　然環境の調和
・小規模独立新都市の開発とその自
　立経営−限定利益追求型開発組織
などがあげられる（図 7）。

　田園都市論は、戦後すぐの大ロン
ドン計画において、ニュータウン政
策へと展開されていく。

・戦後のニュータウン法にもとづく
　ニュータウン政策
　イギリスのニュータウン法に基づ
くニュータウン開発は、1946 年の
ニュータウン法により、ニュータウ
ン開発公社が設立されたことにはじ
まる。開発公社は国の機関として用
地を取得し、ニュータウンの建設・
維持・管理をおこなうものであり、
これにより総計 28 のニュータウン
がイギリス全土に建設された（図 8）。

　後に、この開発手法が全世界の
ニュータウン建設のモデルとなって
いく。

・田園都市とニュータウンにおける
「タウン」
　田園都市とニュータウンにおける

「タウン」の概念について考える。　
田園都市では都市の利便性や活気と
田園の美しい暮らしとを融合したも
のとして「タウン」がある。田園都
市における「タウン」の概念につい
ては、一定の限定された人口規模の
中で産業と一体化した市街地、周辺
の保全された田園による自律した食
料生産、集落の道と都市の近接性を
実現するスーパーブロックのつくり
方、これらをゆっくり自律的に「タ
ウン」としてつくり、育てていく形
が意識されていると思われる。
　ニュータウンの「タウン」には、
人口増加に対応するための住宅供給
が求められ、その中で日常生活に必
要なサービスをどう取り入れていく
かということが大きな課題であった。
その中で歩車分離などの機能性が求
められた結果、住区やブロックの作
り方に工夫がされることとなる一方
で、ニュータウンの計画論の中では
地域性がつくりにくかったのでない
かと考えられる。時間の経過ととも
にニュータウンの地域性は生まれて
いるとも考えられるが、それが十分
に評価されているのか、千里ニュー
タウンの「タウン」はどこに向かう
のかを考えたとき、気になるところ
である。
4. 千里ニュータウンの 50年と課題
　千里ニュータウンのこれからの問
題として、
①人口減少と高齢化がどのような空
　間変化や地域性の変化を起こして
　いくのか
②車の増加による近隣センターの衰
　退の時期を経て、生活スタイルが
　変わっていく中でどのようなサー
　ビス、生活空間のつくり方が必要
　になっているのか。
③建替え更新が進む中で、「タウン」

　のビジョンを持ち得ているのか。
というのが大きな課題となってくる。
これらの問題を踏まえた上で、千里
ニュータウンの現状について少し説
明する。
　まず、人口については、計画人口
15 万人に達成することなく、1975
年の 12 万 9 千人をピークに人口減少
が続いている。現在では、2 人世帯・
単身世帯が約 4 割強をしめている（図
9）。
　また、高齢化については 1995 年
に高齢化率 12.6％となり大阪府の平
均を上回った。その後、高齢化率は
上昇、戸建地区では 20％を超える結
果となっている。
　近隣センターについても、1980 年
代には利用が激減し、周辺施設に需要
が流出、また、更新しようにも個別分
譲されているため集合的な更新が難し
いというのが実情である（図 10）。
　建て替え更新については、社宅用
地の売却による土地利用転換や分譲
共同住宅の建て替えによる大規模マ
ンションの建設、これが高層化・建
て詰まりの問題を引き起こしている。
戸建住宅地区においても宅地の細分
化、空地化の問題、公営団地での土
地の売却による住棟の高層化・高密
化などの問題がある（図 11）。

図 7. 田園都市論の概念図

図 8. イギリスにおける
　　　　　　　ニュータウンの分布図

図 9. 空き家が目立つ住棟

図 10. 閉店した近隣センターの店舗
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5. 千里ニュータウンのこれから　　
　千里ニュータウンについては、近
隣住区論に基づく開発が実現された
ということもあり、モダニズムの文
化遺産として位置づけられる。ここ
でいう文化遺産の価値保全は、計画
論が実現する空間を残すことである。
それに対し、「文化的景観」の価値保
全は変化を許容する。計画性に価値
をおくならば、その計画論の空間コ
ンセプトを維持する変化であること
を求められる。開発後の様々な変化
がみられる現在の千里ニュータウン
は、「文化的景観価値」を保持してい
るといえるであろうか。
　千里ニュータウンの「タウン」と
しての文化性とは何であろうか。ま
ず、変わらないものとして近隣住区
のコンセプトが挙げられる。道路や
街区のパターン、公園の配置などの
基盤施設などに現れる。計画当初か
ら変化し、成熟していったものは 2
つのタイプをあげられる。樹木とオー
プンスペースの豊かさ、住民がつくっ
てきた新しい暮らしのかたちである。
しかし、成熟のプロセスの中で、近
隣センターの衰退や分譲マンション
の増加、その結果、緑やオープンス
ペースの減少、戸建住宅の建替えに
よる敷地の分割などの変化も起こっ
ている。成熟し良質となった要素が
ある一方で、当初の空間に大きな変
化も起きているのが、今の千里ニュー
タウンの実情である。

　このままでは、住民がつくってき
た生活の表現や、生活の中で生み出
してきたものもなくなっていくであ
ろう。しかし、分譲マンション、高
層マンションを求める人がいるのも
事実であり、それに対して供給する
ことが悪いとは一概にいえない。経
済的側面と住環境としての文化的価
値の側面から千里ニュータウンの街
全体の「タウン」としてのあり方を
考えなければならないのである。
　千里ニュータウンの場合は立地的
特殊性があるが故にこのような変化
が起こっており、なかなか一般化す
ることは難しい場所性・地域性をもっ
ている。それでも、「空間レベル」、「タ
ウンの構成部分」、「タウンとは何な
のか」という観点から共有化してい
くことが出来るのではないかと考え
ている。
　これからは、時間とともに成熟し
てきた空間の価値を、守り、育てて
いく価値として見直していかなけれ
ばならない。ここで住み続けた人が
つくり出したコミュニティを次世代
にどう変質させつつ継承していくか。
時間をつないでいくという意味にお
いて重要な点である。
　近隣住区論による住区単位として
の小学校区についても、開発当初は
適正なまとまりを持つコミュニティ
であったが、少子高齢化社会が進む
なかで、どのようなまとまりが妥当
であるか、規模的にも、機能的にも
考えなくてはならない。また、求め
られるサービスやサービス圏、職住
関係のバランスが変わる中で、ツリー
型でない構造を考えていくことが必
要となる。
　文化的景観とは、人の営みと地域
の風土との相互関係のなかで創出さ
れる景観価値である。公園や敷地内

緑化などの豊かな緑や暮らしの工夫、
団地内のコミュニティなど、長い時
間をかけて成熟し次世代に継承され
るべき文化的価値を守り、育ててい
くことが重要である（図 12、13）。
　今後、ニュータウンが持続可能な
都市となるためには、
・暮らし方・職住の関係の多様化へ
　の対応、店舗・サービス、情報な
　どの再構築
・成熟した環境を活かす空間ストッ
　クの活用
・コミュニティの再構築と合わせた
　マネジメントの発想
などが重要になろう。
　次世代のニュータウンの計画コン
セプトの再構築につなげるためにも、
千里ニュータウンの暮らしがどのよ
うな空間文化を育んだのか、縮退の
時代に拡大を抱える千里ニュータウ
ンの再編とは何なのか、今、まさに
真剣に評価をしなければならない時
期ではないかと考えている。

図 11. 建替えられたマンション

図 13. 住棟前の敷地内緑化

図 12. ニュータウン内の公園

※ : 千里ニュータウンにおけるコの字型と囲み
型配置については、佐藤健正、「千里ニュータ
ウン：半世紀の軌跡とその今日」、2010 年、
市浦 H ＆ P に詳しい


